
災害情報研究会 2009年度 第 3回会合（議事録) 
                                                                       (敬称略) 

 
1.日時：2009/6/19(金) 15:00-17:30 
2.場所：㈱大林組（品川）会議室 
3.進行：市川座長(レスキューナウ) 
4.記録：議事録＞橋元(清水建設㈱)、災害情報項目一覧表（ＦＲＯＭ・ＨＯＷ追加）＞野田（アジア航

測㈱） 
5.出席者（11名：敬称略・順不同） 

市川(レスキューナウ)、高橋(インフォコム)、副島（大林組）、野田（アジア航測）、森本（建設
技術研究所）、黒木（ユニアデックス）、森島（ＳＭＣ）、杉山・森本(富士通ＦＩＰ)、古藤（パ
スコ）、橋元（清水建設） 

6.討議内容 
(1)情報項目のＦＲＯＭ・ＨＯＷの整理 
・前回の宿題で各自が持ち寄った情報項目のＦＲＯＭ・ＨＯＷについて、出席者の担当分と関連す

る部分についてそれぞれ討議し、決定した文案を野田（アジア航測）がＰＣに直接転記し、次回

までにメンバーに配布する。 
 （決定済みの箇所：ＮＯ.２・３・５・１４～１９・２４～２７・２９～３１・３３～３６・５６
～５８） 
・ＮＯ．２０～２１の「避難」は「退避」に改める。（アクションＮＯ．１２・３７も同様） 
・災害対応マニュアルは、災害対策マニュアルに改める。（用語の統一） 

(2) 災害情報学会への投稿論文について 
・森本（建設技術研究所）より素案の説明。 
・フロー図とインプット・アウトプットの整理までの範囲を今回の論文への掲載範囲とする。 
・今行っているＦＲＯＭ・ＨＯＷの整理などについては、課題として記載しておく。 
・連名者として、森本（富士通ＦＩＰ）を追加し、執筆作業を分担していただく。 
・次回までに森本（建設技術研究所）が内容を詰めて、研究会で議論できるようにする。 

(3)次回について 
・情報項目のＦＲＯＭ・ＨＯＷの整理（本日の続き） 
・災害情報学会への投稿論文の内容について議論 

7.次回会合：日時＆場所 
・日時： 2009/7/17(金) 15:00～17:00 
・場所：㈱大林組 会議室（品川） 
  会合の後、納涼会を行う予定。 
8.次回以降の予定 
・８月は、災害情報学会論文執筆者でＷＧを行う予定。（論文の最終確認） 
・９月に、ＢＣＡＯ他会員も呼んで成果発表会を行う。（前回からの申し送り事項） 

以上 
 


